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平成30年8月8日(水)

～審査の様子～

　今夏は「命にかかわる危険な暑さ」という言葉を連日のように耳にしまし
た。歴史的な猛暑にもかかわらず、「蓮まつり」は例年のように賑わったよ
うです。美しい自然環境を生かしながら、年毎に人の手が加わって施設・設
備も整備され、充実していくことで、心地よい一時を過ごせる魅力があるか
らでしょうか。リピーターも多いようです。「蓮まつり」の前後と、初め・
半ば・終わりの５回ほど訪ねてみました。開花が間に合うのか、との杞憂も
蓮の成長のすごさを理解出来ていなかったからでした。また講評を纏めた日
にも、古代ハス園の一部では、まだ見ごろの蕾や花を目にすることが出来ま
した。
　投句に添えられたお手紙には、何よりも蓮や睡蓮の美しさに感動したこと
が、認めてありました。私も同感ですが、中でも昨年デビューした「千弁
蓮」に興味がありましたので、注目して観察してみました。人が蕾を広げて
やらないと開花出来ないのか、図鑑に見るような濃紫色の花弁が見えるとこ
ろまで自力開花が進むのかなど、小柄で珍しい、薄桃色の驚きの蓮は、まだ
なぞに包まれています。係の人の話では、実を結べないので、地下茎を移植
して大切に植培しているとのことでした。

　ところで、今年の応募者・作品数は次のとおりでした。
（　）は前年度比の増減数
　　一　般　の　部　　　４１名（－２５）　　１２２句（－６５）
　　高校生以下の部　　３６２名（２４３）　　５３０句（３７０）
　　〈子どもの部〉

　選者を中心に、実行委員会・事務局で次の観点から審査を進めてまいりま
した。
　（１）蓮や睡蓮の美しさ、「里やま｣の自然の豊かさや情景など
　（２）「蓮まつり」を支える人々への思い、県立装飾古墳館、鹿央古代の
　　　　森交流施設「里やま」、鹿央物産館などの施設の内容、イベント、
　　　　働く人々など
　（３）自然や人間を大切にする気持ちで写生して俳句をつくること
　（４）楷書で読みやすく書き、素直に自分を表現すること

　一般の部、高校生以下の部それぞれに、感動を素直に表現した秀句が多く
見受けられました。多数のご投句、誠にありがとうございました。

2018鹿央里やま蓮まつり「俳句コンテスト」についての講評

千弁を纏ふ蓮の不思議かな　（選者句）
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